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我
が
国
の
観
光
関
連
予
算
は
、
こ
こ
数

年
、百
億
円
前
後
を
推
移
し
て
い
る
が（
図

１
）、
こ
の
う
ち
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

増
加
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
で
あ
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
」

（
以
下
、「
Ｖ
Ｊ
事
業
」）
の
割
合
を
見
る
と
、

約
半
数
程
度
を
占
め
て
い
る
（
図
２
）。

事
業
内
容
で
は
、
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
新
聞
、
旅
行
雑
誌
、
ウ
ェ
ブ
な
ど
の

媒
体
へ
の
広
告
宣
伝
、
訪
日
旅
行
商
品
造

成
を
働
き
掛
け
る
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
の
招
請
な
ど
、
幅
広
い
需
要
喚
起
策
を

展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど
、

地
方
自
治
体
の
観
光
施
策
に
目
を
転
じ

る
と
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
予
算
は

三
十
一
都
道
府
県
と
九
市
で
増
額
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
佐
賀
県
（
四
七・
八
％
）、

香
川
県（
四
二・七
％
）、鳥
取
県（
三
九・七

％
）、
沖
縄
県
（
三
五・
五
％
）、
北
海
道

（
三
四・九
％
）
な
ど
は
予
算
の
割
合
も
高

く
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
は
億
単
位
で
予

算
が
組
ま
れ
て
お
り
（
注
１
） 

、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
重
要
な
観
光
施
策
と
位
置

付
け
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
国
や
地
方
自

治
体
が
観
光
振
興
策
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
年
々
そ

観
光
プ
ロモ
ー
ション
に
お
け
る

ビ
ジュア
ル
活
用
の
国
際
比
較
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図1  観光庁関係予算推移

資料：平成26年版観光白書をもとに筆者作成
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を
約
束
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
注
５
）

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
地
が
提

供
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
観
光
客
が
自
己
を

投
影
し
、
現
地
で
の
体
験
を
想
起
で
き
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。

こ
れ
を
観
光
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
活
用
の
場
面
で
考
え
て

み
る
と
、
例
え
ば
、
あ
る
海
浜
リ
ゾ
ー
ト

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
活

用
す
る
場
合
、

①
ビ
ー
チ
景
観
の
み
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
用

い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
一
人
ひ
と

り
に
そ
の
場
で
の
過
ご
し
方
を
想
起

し
て
も
ら
う
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
、

ま
た
は
、

②
ビ
ー
チ
を
背
景
に
何
ら
か
の
具
体
的
な

活
動
（
海
水
浴
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
）
を
加
え
、
よ

り
具
体
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
そ

の
場
で
の
過
ご
し
方
を
想
起
し
て
も
ら

う
方
が
効
果
的
な
の
か

と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
図
３
）。

日
本
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
で
は
①
の
タ

イ
プ
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る
こ
と

が
多
い
の
に
対
し
、
海
外
、
特
に
欧
米
で

は
②
の
タ
イ
プ
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
用

い
る
こ
と
が
多
い
（
図
４
）。

ま
た
、
②
の
場
合
、
何
ら
か
の
活
動
を

す
る
人
物
描
写
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
研
究
で
は
、
ア
ジ
ア
五
カ
国
、

オ
セ
ア
ニ
ア
二
カ
国
、ア
メ
リ
カ（
ハ
ワ
イ・

サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
）
の
計
八
カ
国
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
対
象
に
主
に
人
物
描
写
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
、
国
別
に
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
か
分
析
を
行
っ
た
。

販
売
、
広
告
宣
伝
（
ビ
デ
オ
、
ポ
ス
タ
ー
、

看
板
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
（
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、podcast

、
写
真
共
有
、
旅
行
ブ

ロ
グ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
電
子
メ
ー
ル
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る

（
注
３
） 

が
、
こ
れ
ら
の
多
く
に
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
な
ど
、
観
光
地
を
表
現
す
る
何
ら

か
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
媒
体
に
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
と
し

て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
は
観
光
地
の
存
在
を
示

す
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
の
特
性
（at-

tributes

）、個
性（characteristics

）、コ

ン
セ
プ
ト（concepts

）、
価
値
（values

）、

考
え（ideas
）を
伝
え
得
る
も
の
と
定
義

さ
れ
て
い
る
（
注
４
）
こ
と
か
ら
、
具
体
的

な
観
光
資
源
か
ら
抽
象
的
な
雰
囲
気
ま

で
、
観
光
地
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

凝
縮
し
、
地
域
の
本
質
を
表
現
し
得
る
と

い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
回
は
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
中

で
も
、
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
側
面
か

ら
効
果
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
活
用
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド

を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
観
光
客
の
記
憶

に
残
る
経
験（m

em
orable experience

）

の
傾
向
は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

し
か
し
、
数
々
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施

策
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
か
と
い
っ
た
検
討
は

十
分
で
は
な
く
、
行
政
が
実
際
に
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
施
策
を
決
定
す
る
際
の
判
断
材

料
も
十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
持

ち
、
観
光
地
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
高
い
確
率
で

用
い
ら
れ
る
写
真
や
絵
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
の
効
果
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
一

考
察
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
お
け
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
活
用

一
般
的
に
、
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
は
、
適
切
な
観
光
地
イ
メ
ー
ジ

を
形
成
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
注
２
） 

。

こ
の
手
段
に
は
、
広
報
活
動
、
メ
デ
ィ

ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
販
売
説
明
会
、
旅
行

の
見
本
市
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
訪
問

図3  ビーチでのプロモーション・イメージ

資料：MSクリップアートを利用して筆者作成

① ②
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研
究
の
方
法

日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
香
港
の

ア
ジ
ア
五
カ
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
セ
ア
ニ
ア
二
カ
国
、

ア
メ
リ
カ
（
ハ
ワ
イ
、サ
イ
パ
ン
、グ
ア
ム
）

の
計
八
カ
国
の
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
対
象
に
ク
リ
ッ
ク
二
回
以
内
で
、

直
接
リ
ン
ク
し
て
い
る
画
像
か
ら
、
国
・

地
域
よ
り
各
三
十
枚
、
計
三
百
枚
を
対

象
と
し
内
容
分
析
を
行
っ
た
。

一
枚
の
画
像
に
つ
い
て
、
①
国
名
、
②

エ
リ
ア（
ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、ア
メ
リ
カ
）、

③
構
成
要
素
（
分
析
対
象
と
な
る
画
像

が
ど
の
よ
う
な
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る

か
を
二
十
三
分
類
の
中
か
ら
一
つ
選
択
）、

④
人
物
描
写
の
有
無
、を
記
録
し
た
。
な

お
、
構
成
要
素
に
つ
い
て
はM

ackay

（1995

）を
ベ
ー
ス
と
し
たLe

（2004

）に

よ
る
二
十
三
分
類
（
表
１
）
を
採
用
し
た
。

分
析
の
際
は
、
二
名
の
調
査
員
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
分

析
対
象
と
な
る
三
百
枚
の
画
像
に
つ
い
て

記
録
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
～
④

の
一
致
率
は
八
一・〇
～
九
九・三
％
で
平

均
は
九
〇・二
％
と
な
っ
た
。

図4  ビーチを例にした各国の観光地プロモーション画像

出典：各政府観光局などのホームページより（注6）

プロモーション・イメージ①の例

プロモーション・イメージ②の例

韓国
（ウルワンリ海水浴場）

ニュージーランド
（マラハウ）

日本
（与那覇・前浜ビーチ）

オーストラリア
（ゴールドコースト）

台湾
（新金山海水浴場）

アメリカ
（バックロービーチ）

表1  構成要素23分類

（注）網掛け部分は人物描写が含まれる構成要素。Mackay（1995）をベースとしたLe（2004）による分類

 構成要素名 構成要素

 1 自然景観 山、河川、海、湖、動物、花、植物
 2 自然と人物 自然景観の中、人物の存在
 3 自然と建造物 自然と建造物の共存
 4 自然と建造物と人物 自然と建造物と人物
 5 人物 人物のみ
 6 人物とレクリエーション・スポーツ 人物とレクリエーション・スポーツ活動
 7 人物とレクリエーション・スポーツと自然 自然の中の人物とレクリエーション・スポーツ活動の要素
 8 人物と日常生活・職場 人物と日常生活、職場での活動
 9 人物と文化・芸術活動 人物と文化活動、芸術活動
 10 人物と祭礼 祭礼
 11 建造物 建築物、城郭、寺、教会、遺跡など
 12 建造物と人物 人物の要素が存在
 13 都市景観 都市景観のみ
 14 都市と人物 都市景観における人物
 15 都市と自然 自然の中に都市
 16 自然と都市と人物 自然の中、都市景観と人物
 17 農村景観 農村景観のみ
 18 農村と人物 農村景観と人物
 19 農村と自然 自然における農村景観
 20 農村と人物と自然 自然の中、農村景観と人物
 21 伝統文化 料理、絵、手工芸品、衣装
 22 特産物 代表的な産物
 23 観光施設 宿泊施設と交通機関
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分
析
結
果

1
人
物
描
写
率
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
分
け

〜
人
物
描
写
の
割
合
が
低
い
東
ア
ジ
ア
、

高
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、ア
メ
リ
カ
〜

最
初
に
、
国
別
に
人
物
描
写
率
に
差

が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、各
国・

地
域
の
人
物
描
写
の
割
合
別
（
人
物
描
写

率
四
〇
％
未
満
＝
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
四
〇
～

五
五
％
未
満
＝
Ｂ
グ
ル
ー
プ
、
五
五
％
以

上
＝
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
に
グ
ル
ー
プ
を
分
け

た
と
こ
ろ
、
統
計
的
に
有
意
な
差
が
あ
り
、

日
本
、
台
湾
、
香
港
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
で

は
人
物
描
写
は
少
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
セ
ア
ニ
ア
、

ア
メ
リ
カ
で
は
人
物
描
写
が
多
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
２
）。

2
人
物
描
写
の
割
合
と
人
物
と
と
も
に

描
か
れ
て
い
る
構
成
要
素
の
割
合

〜
人
物
描
写
率
の
低
い
国
で
は
都
市
、

人
物
描
写
率
の
高
い
国
で
は
自
然
と

と
も
に
人
物
が
描
写
さ
れ
て
い
る
〜

次
に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
人
物
と
描
か

れ
て
い
る
構
成
要
素
に
違
い
が
あ
る
か
に

つ
い
て
分
析
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は

Le

の
構
成
要
素
（
表
１
）の
中
か
ら
、
人

物
描
写
が
含
ま
れ
る
十
三
項
目
を
抽
出
し
、

①
人
物
が
自
然
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る

項
目
を
「
自
然
」

②
人
物
中
心
の
項
目
を
「
人
物
」

③
人
物
が
都
市
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る

項
目
を
「
都
市
」

と
し
て
ま
と
め
た
。

そ
の
結
果
、
人
物
描
写
率
の
低
い
Ａ
グ

ル
ー
プ
は
「
都
市
」、
人
物
描
写
率
の
高

い
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
「
自
然
」
の
割
合
が
高

く
、「
都
市
」
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
（
表
３
）。

考
察

分
析
の
結
果
か
ら
、
人
物
描
写
率
の

低
い
Ａ
グ
ル
ー
プ
は「
都
市
」、人
物
描
写

率
の
高
い
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は「
自
然
」
を
背

景
に
人
物
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
各
画
像
に
お
け
る
人
物

描
写
の
内
容
に
着
目
す
る
と
、
人
物
描
写

率
の
低
い
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
人
物
描
写

に
よ
っ
て
具
体
的
な
活
動
を
想
起
さ
せ
る

と
い
う
よ
り
は
、
街
を
表
現
す
る
一
つ
の

構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る（
図
５
）の
に

対
し
、Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
描
写
さ
れ

て
い
る
人
物
が
二
～
三
人
程
度
と
少
な
く
、

何
ら
か
の
活
動
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く

（
図
６
）
見
る
人
に
そ
の
活
動
を
想
起
さ

せ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

図5  Aグループの「都市」における人物描写（分析対象画像）

出典：各政府観光局のホームページより（注7）

日本 台湾 香港

表2  人物描写率によるグループ分け

（注）統計的に有意な差が確認されている。**p<0.01

 人物描写あり 人物描写なし

A グループ
日本（20.0%）、台湾（23.3%）、香港（33.3%）

B グループ
韓国（53.3%）、オーストラリア（40.0%）、
ニュージーランド（50.0%）、サイパン（40.0%）

C グループ
タイ（56.7%）、ハワイ（56.7%）、
グアム（56.7%）

 頻度 23  67
 % 25.6%** 74.4%**

 頻度 51 39
 % 56.7%** 43.3%**

 頻度 55 65
 % 45.8%** 54.2%**

表3  グループ別の構成要素割合の違い

（注）統計的に有意な差が確認されている。*p<0.05 ,**p<0.01

 自然 人物中心 都市

Aグループ 頻度 5 8 10
 % 21.7% 34.8% 43.5%**

Bグループ 頻度 14 31 9
 % 25.9% 57.4% 16.7%

Cグループ 頻度 23 26 1
 % 46.0%* 52.0% 2.0%**
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こ
の
よ
う
に
、
人
物
描
写
率
の
高
低
に

よ
っ
て
、
人
物
描
写
の
内
容
も
変
化
す
る

背
景
に
は
、
国
や
地
域
別
に
見
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が

影
響
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者H

all

（
注
９
）

は
、
文
化
的
な
慣
習
や
価
値
観
が
あ
ら
か

じ
め
共
有
さ
れ
て
お
り
、「
行
間
を
読
む
」

こ
と
が
で
き
る
高
文
脈
文
化
（H

igh 
Context Culture

）（
今
回
の
分
析
対
象

国
で
は
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
タ

イ
、
ハ
ワ
イ
）
と
、
文
化
的
な
慣
習
や
価

値
観
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
言
語
化
が
重
要
と

な
る
低
文
脈
文
化
（Low

 Context Cul-
ture

） （
今
回
の
分
析
対
象
国
で
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
サ

イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
）
が
存
在
す
る
と
し
た
。

高
文
脈
文
化
圏
で
は
抽
象
的
で
あ
い

ま
い
な
表
現
で
の
会
話
が
可
能
で
あ
る
が
、

受
け
手
の
誤
解
を
受
け
や
す
く
、
情
報

伝
達
の
食
い
違
い
も
生
じ
や
す
い
。

一
方
、
低
文
脈
文
化
圏
で
は
具
体
的
な

表
現
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
会
話
中
に

全
て
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
行

間
を
読
む
必
要
が
な
く
、
受
け
手
が
送

り
手
の
意
図
を
理
解
し
や
す
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
活

用
に
お
い
て
も
、
高
文
脈
文
化
圏
に
属
す

る
人
々
に
は
人
物
を
描
写
し
な
く
て
も
観

光
地
で
の
体
験
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
低
文
脈
文
化
圏
に
属
す
る
人
々

に
は
、
人
物
を
描
写
し
て
、
よ
り
具
体
的

な
体
験
を
想
起
さ
せ
や
す
く
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
分
析
に
お
い
て
も
、
人
物
描
写

率
の
低
い
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
国
は
全
て
高
文

脈
文
化
圏
に
属
し
て
お
り
、
人
物
描
写
の

内
容
も
街
の
「
に
ぎ
わ
い
」
や
「
活
気
」

を
表
現
す
る
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
人
物
描
写
率
が
高
い
Ｂ
、
Ｃ
グ
ル
ー

プ
の
中
に
は
低
文
脈
文
化
圏
に
属
し
て
い

る
国
も
あ
り
、
人
物
描
写
の
内
容
も
自
然

の
中
で
何
ら
か
の
体
験
を
想
起
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

観
光
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

活
用
し
て
い
く
た
め
に

今
後
、
観
光
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
同
じ
ビ

ー
チ
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
も
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市
場
が
高
文
脈
文
化
圏

に
属
し
て
い
る
場
合
に
は
、
少
々
抽
象
的

で
漠
然
と
し
て
い
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
見
る
人
、
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
想
起
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
低
文
脈
文
化
圏
に
属
し
て
い
る

場
合
に
は
地
域
資
源
を
背
景
に
、
そ
こ
で

で
き
る
体
験
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。（

か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（注１）『TRAVEL JOURNAL』（2014年6月23日号）「数字が語る地域の観光」都道府県の予算、宿泊者数、そして課題
（注2）Beerli, Asuncion., and Josefa D Martin（2004）.“Factors influencing destination image.”Annals of 

Tourism Research,  31（3）: 657-681.
（注3）Tasci Asli D.A.（2011）“Destination Branding and Positioning.”, Wang Youcheng and Pizam Abra-

ham., eds., Destination Marketing and Management Theories and Applications., Oxfordshire: Cab 
international, 113-129.

（注4）Mackay, Kelly J., and Daniel R. Fesenmaier（1997）.“Pictorial Element of Destination in Image Forma-
tion.”Annals of Tourism Research,  24（3）: 537-565.

（注5）Ritchie, J. R. Brent, and Robin J. B. Ritchie（1998）.“The Branding of Tourism Destinations: Past 
Achievements and Future Challenges.”In Destination Marketing—Scope and Limitations, Reports of 
48th Congress.  St. Gallen, Switzerland: AIEST, pp. 89-116.

（注6）韓国観光公社（http://english.visitkorea.or.kr/enu/index.kto）、日本政府観光局（http://www.jnto.go.jp/
eng/）、台湾観光局（http://eng.taiwan.net.tw/）、ニュージーランド政府観光局（http://www.newzealand.
com/int/）、オーストラリア政府観光局（http://www.australia.com/）、Capital Region USA（http://jp.
capitalregionusa.org/）から各画像を引用

（注7）日本政府観光局（http://japan-magazine.jnto.go.jp/en/special_tokyutriangle.html）、台湾観光局（http://
eng.taiwan.net.tw/）、香港政府観光局（http://www.discoverhongkong.com/eng/index.jsp）の英語ページ
から各画像を引用

（注8）タイ国政府観光局（http://www.tourismthailand.org/）、ハワイ州観光局（http://www.gohawaii.com/）、
グアム政府観光局（http://www.visitguam.com/）の英語ページから各画像を引用

（注9）Hall, Edward T（1996）,  Beyond Culture,  New York: Anchor.

図6  Cグループの「自然」における人物描写（分析対象画像）

出典：各政府観光局のホームページより（注8）

タイ ハワイ グアム
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